
 

 

部長会議付議事案書（報告） 

（令和５年７月４日） 

提案課名 行政経営課 公園課  文化振興課 スポーツ推進課 

             報告者名 櫻井秀樹  片倉祐一 小泉誠     北口慶太 

事案名 指定管理者の令和４年度事業報告について 

     有 

資料 

     無 

提
案
趣
旨 

 令和４年度から指定管理者制度に移行したカルチャーパーク、おおね公園、文化

会館及びはだの丹沢クライミングパークにおける令和４年度の事業報告等につい

て、報告するものです。 

概
要 

１ 対象年度  令和４年度から令和８年度までの指定管理期間のうち１年度目 

２ 各施設の指定管理者 

(1) カルチャーパーク及びおおね公園 ミズノグループ 

 (2) 文化会館 みんなの文化会館はだのパートナーズ 

 (3) はだの丹沢クライミングパーク 神奈川県公園協会・小田急電鉄株式会社共同事業体 

経
過 

令和４年 ４月  各施設で指定管理者による管理運営の開始 

〃 １１月  カルチャーパーク及びおおね公園における利用者アンケート実

施（ミズノグループ） 

   〃  １２月  文化会館における利用者アンケート実施（みんなの文化会館は

だのパートナーズ） 

〃  １２月    クライミングパークにおける利用者アンケートの実施（県公園

協会・小田急電鉄共同事業体） 

令和５年 ４月   各施設で指定管理者による令和４年度事業報告書の作成及び自

己評価の実施 

〃５・６月   各施設所管課で内部評価の実施 

今
後
の
進
め
方 

令和５年 ８月  各施設選定評価委員会による外部評価の実施 

  〃  ９月  各指定管理者の事業報告書等を市議会議員に情報提供し、市ホ

ームページで公表 

 

 報告２ 
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指定管理施設自己・内部評価について（令和４年度） 

 

１ 自己評価及び内部評価結果 

施設名 自己評価 内部評価 標準点※1 

カルチャーパーク及び

NITTAN パークおおね 

５９点／８１点 

（７２．８％） 

５５点／８１点 

（６７．９％） 
５４点 

クアーズテック秦野カ

ルチャーホール 

６８点／８１点 

（８４.０％） 

５９点／８１点 

（７２．８％） 

はだの丹沢クライミン

グパーク 

５７点／７５点※2 

（７６．０％） 

５６点／７５点 

（７４．７％） 
５０点 

※1 全ての評価項目が「要求水準を満たしている【２点】」とした場合の合計点 

※2 はだの丹沢クライミングパークは指標を設定していないため、その達成度に係る評

価項目の配点６点分を除いた合計点としている。 

 

２ 内部評価の概要及び所見 

 (1) カルチャーパーク及びＮＩＴＴＡＮパークおおね 

  ア 内部評価の概要 

   (ｱ) 新型感染症の影響等により、自主事業の一部が計画どおり実施でき

なかった。 

   (ｲ) 直営と比較し、接遇については改善しているものの、施設の使用方

法など、各施設の統一性が図れていなかった。 

   (ｳ) シルバー人材センターや市内業者の活用など、市民の雇用で地域へ

の貢献がなされた。 

イ 指定管理者所見 

    利用料金収入をコロナ前実績まで戻すようにすることが必要と考えて

いる。より利用者目線でサービスを日々改善していき、利用人数に比例

して収入も改善していきたい。 

  ウ 所管課所見 

初年度の指定管理者による管理・運営の引継ぎはスムーズにでき、利

用者からの苦情も概ねなく、適切に実施された。 

    魅力ある施設として利用者の満足度が向上するように、自主事業の促

進を図ってもらいたい。 

 

資料 

- 2 -



- 2 - 

 (2) クアーズテック秦野カルチャーホール 

  ア 内部評価の概要 

   (ｱ) 直営で課題としていたレストラン事業について、地域企業との連携

や新メニューの開発などに取り組んだ。 

   (ｲ) 地元アーティストや音楽団体を活用したサタデーフェスティバルや

ティータイムコンサートなど、小規模ではあるが、好評であった。 

   (ｳ) 大ホールを会場とした大規模な自主事業（コンサートなど）は、赤

字となった公演が多かったため、内容の見直しが必要である。 

   (ｴ) 秦野華道協会と連携した生け花の展示や夏季の冷水の無料配付を実

施したほか、小ホール前の案内板のデジタル化により、サービス向上

が図られた。 

   (ｵ) ツイッターやＬＩＮＥなどのＳＮＳを活用した事業周知等を行った。 

イ 指定管理者所見 

    運営面は良好だが、電気料金高騰等、想定を超えた急激な物価高騰が

事業収支を大きく悪化させた。今後も光熱水費の不安定要素に加え賃金

アップの政府方針など、契約時から世情は激変している。今後、当初の

契約金額範囲内で良好な運営が行えるかについて大変懸念している。 

  ウ 所管課所見 

    施設運営に関しては、事業計画書に基づき運営が行われており、良好

である。 

    一方、収支状況では、自主事業での赤字が多く、今後はより集客力の

ある事業の企画に向けて、検討・研究が必要である。 

 

 (3) はだの丹沢クライミングパーク 

  ア 内部評価の概要 

   (ｱ) 自社ホームページを活用した情報発信や、小田急線各駅へのポスタ

ー配布など、民間のノウハウを活かした指定管理者ならではの取組み

により来場者増加の効果があったと評価している。 

   (ｲ) 山岳スポーツセンターとの連携を強化し、各施設の相互利用が促進

されるような事業展開に期待している。 

イ 指定管理者所見 

県山岳連盟と連携した教室開催、小田急電鉄による広報・ＰＲ等によ

り、昨年度比で利用者は増となり、収支もプラスとなった。また、マッ
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トズレ止めやウレタン交換等、安全対策工事を速やかに実施した。今後

も協定書や仕様書等に従い適切な管理を行うほか、施設の魅力向上に継

続して努めていきたい。 

  ウ 所管課所見 

    指定管理者による運営１年目であったが、協定書や仕様書に従い、適

切な管理運営が行われた。また、県立秦野戸川公園や県立山岳スポーツ

センターと一体的な管理運営により、効率的かつ効果的な管理運営が行

われたが、今後は、山岳スポーツセンターと協働したスポーツクライミ

ングの利用促進にも積極的に取り組んでいただきたい。 
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秦野市カルチャーパーク及びおおね公園

（様式第４号）

【自己評価及び内部評価の基準】 【外部評価の考え方】

３　協定書、仕様書等の要求水準を 《大変良好》

　　上回っており、優れた点がある。 管理・運営は大変良好で、また優れた

２　要求水準を満たしている。 取組みの成果がある。

１　要求水準を概ね満たしているが、一部 《良　　好》

　　課題がある。 管理・運営は良好である。

０　要求水準を下回っており、改善指導等 《概ね良好》

　　が必要である。 管理・運営は概ね良好であるが、その

一部に課題がある。

《要  改  善》

管理・運営に課題があり、改善が必要

である。

１　施設の維持管理

3 2 2

小計 18 13 12

　施設維持管理の引継ぎはス
ムーズにでき、利用者からの
苦情も概ねなく、適切に実施
されている。
　各施設は老朽化をしてお
り、更新等について、指定管
理者と協議していく必要があ
る。

第三者委託
第三者への委託に係る取扱いは、協定書や仕様

書等に基づいた適切なものである。
3 2 2

環境配慮
省エネやリサイクル等、環境に配慮した取

組みを行っている。

備品の管理
備品及び附帯設備等が適切に管理され

ている。
3 2 2

【内部評価】

内部

評価

施 設 名
秦野市カルチャーパークおよびおお
ね公園

指 定 管 理
期 間

令和4年4月1日 から

令和9年3月31日

清掃・衛生管理
協定書や仕様書等に従い、清掃・衛生管理を適

切に行い、施設が清潔に保たれている。
3 3 2

施設の修繕
協定書や仕様書等に従い、指定管理者で行う修

繕が適切に実施されている。
3 2 2

指定管理施設自己評価・内部評価・外部評価シート

評 価 対 象
年 度

令和４年度 令和4年4月1日 から 令和5年3月31日 まで

履行状況

施設の維持管理
協定書や仕様書等に従い、設備・機器等の保守

管理が適切に行われ、利用者が安全で快適に利

用できる状態が保たれている。
3 2 2

【自己評価】

　概ね要求水準を満たしている

という自己評価。

　体育館の設備やおおね公園室

内プールなどで「更新」を促さ

れている設備について、今後の

対応を秦野市様と確認していく

必要がある。

まで

指定管理者 ミズノグループ
施 設 所 管
部 課

建設部公園課

項目 評価視点 配点
自己

評価

- 4  -
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秦野市カルチャーパーク及びおおね公園

２　施設の運営

３　危機管理対応

４　指標の達成状況・改善の取組み

　四半期ごと実地調査を行い、

適切な改善が行われている。

小計 6 4 4

改善の取組み
本市の点検や評価による指導等について、適切

な改善が行われている。
3 2 2

【内部評価】

指標の達成状況
（指標を設定している場合）指標の達成状

況は適当である。
3 2 2

【自己評価】

　コロナ前の利用者人数には

戻っていないが前年比では増加

項目 評価視点 配点
自己

評価

内部

評価
履行状況（内部評価）

　市へ速やかに報告があり、
適切に処理されている。

小計 6 4 4

事故防止の対応
事故等を防止するために、日頃から積極的
に取り組んでいる。

3 2 2

【内部評価】

事故発生時の対応
緊急事態発生時において、遅滞なく適切な処置を行

うことができる体制となっている。 3 2 2

【自己評価】

　迅速に処理対応している。

項目 評価視点 配点
自己

評価

内部

評価
履行状況（内部評価）

小計 21 14 14

使用の承認並びに利用に

係る料金の収受

協定書や仕様書等に従い、適正に利用の許可及

び利用料金の収受が行われている。
3 2 2

2

自主事業の成果
施設の設置目的に沿った自主事業が実施されてお

り、またそれは利用者サービスの向上につながっ

ている。
3 1 1

2 2

市内事業者の

活用等
市内事業者の活用や市民の雇用など地域へ
の貢献がなされている。

3 3 3

個人情報の漏えい

防止
個人情報を適切に管理し、漏えい等の防止

策を講じている。
3

設置目的等の理解
施設の設置目的や役割、協定書や仕様書等の内

容を従事者全員が理解し、運営している。
3 2 2

【自己評価】

　積極的に市内業者を活用し
雇用についても最大限貢献し
ている。
　一方で自主事業で一部計画
どおり実施できていない教室
があった。
(ミズノ、東海体育）

サービス提供

項目 評価視点 配点
自己

評価

内部

評価
履行状況（内部評価）

2 2 【内部評価】

　積極的に市内業者や市民の
雇用を行っていることは評
価。
 　コロナ禍もあり、計画どお
りに自主事業が実施できな
かったが、収入減の要因とも
なり、来年度は実施について
強化が必要。

地域との関わり
地域や関係団体と連携し、魅力ある施設づ
くりに取り組んでいる。

3

施設の設置目的と協定書や事業計画書等に沿っ

たサービスの提供を実施している。
3 2

- 5  -
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秦野市カルチャーパーク及びおおね公園

５　サービス向上の取組み

６　収支状況

総計（収入－支出） 0 ▲ 28,478

計 424,563 416,819

その他 22,252 18,463

光熱水費 76,274 99,597

自主事業 12,174 8,577

維持管理経費 245,210 224,439

支

出

人件費 68,653 65,743

計 424,563 388,341

その他 4,290 7,590

利用料金 115,424 84,370

収

入

指定管理料 292,600 292,600

自主事業 12,249 3,781

単位：千円

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算 決算 予算 決算決算 予算 決算 予算 決算 予算

小計 24 20 17

3 2 2

苦情等への対応
利用者からの苦情や要望等に対して、必要な改

善に取り組んでいる。
3 3 2

　市直営と比べ、接遇（受付
の電話対応）は向上。
　苦情等は適切に対応はして
いるが、利用者から直接市へ
苦情があり、各施設の対応の
統一性が必要。

サービスの質の向

上
利用者の意向等を定期的に確認し、継続的に

サービスの質の向上に取り組んでいる。
3 2 2

施設の利用促進
パンフレット作成やホームページの更新などを工夫

し、施設の利用促進に取り組んでいる。

アンケート結果
利用者アンケート等の結果は、満足度の高

い評価となっている。
3 2 2

【内部評価】

接遇
利用者等に対して不快感を与えない適切な
接遇が行われている。

3 3 3

利用者への案内
利用者への案内は、誰にでもわかりやすい
ものとなっている。

3 3 2

【自己評価】

　施設内の掲示物は改廃を適
度にし、見た目が煩雑になら
ないようにしている。
ミズノが外部委託し実施して
いる受付電話対応調査では全
国で27位の評価を初年度から
受けた。全体の1/6程度の上
位となっている。
利用者からの声で改めるべき
点には迅速に対応し、苦情も
改善に生かしている。

利用しやすい環境

整備

項目 評価視点 配点
自己

評価

内部

評価
履行状況（内部評価）

利用者にとって、利用しやすい環境整備に

取り組んでいる。
3 3 2

業務の標準化
業務マニュアル等を整備し、利用者対応にばら

つきがないよう業務が標準化されている。
3 2 2

年度
項目
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秦野市カルチャーパーク及びおおね公園

７　令和４年度　自己評価及び内部評価結果

8　全体を通しての所見

9　内部評価に対する外部評価
外部評価 外部評価に係る意見

配点に対する割合 72.8% 67.9%

指定管理者所見 施設所管課所見

　利用料金収入をコロナ前実績まで戻すようにすることが

必要と考えている。より利用者目線でサービスを日々改善

していき利用人数に比例して収入も改善していきたい。

　初年度の指定管理者による管理・運営の引継ぎはスムーズ

にでき、利用者からの苦情も概ねなく、適切に実施された。

　魅力ある施設として利用者の満足度が向上するように、自

主事業の促進を図ってもらいたい。

６　収支状況 6 4 4

合　　計 81 59 55

４　指標の達成状況・改善の取組み 6 4 4

５　サービス向上の取組み 24 20 17

２　施設の運営 21 14 14

３　危機管理対応 6 4 4

項目 配点
自己

評価

内部

評価

１　施設の維持管理 18 13 12

小計 6 4 4

経費の効率化
経費削減に向けた取組みを行い、またその内容

は効果的なものである。
3 2 2

【内部評価】

　物価高騰により、電気料金
等の一部を市補助。

【自己評価】

　光熱水費以外は適切な予算
が執行されている。

項目 評価視点 配点
自己

評価

内部

評価
履行状況（内部評価）

適正な
予算執行

収支計画書に基づき、予算の範囲内で効果的・効

率的な予算執行が行われている。
3 2 2
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秦野市文化会館

（様式第４号）

【自己評価及び内部評価の基準】 【外部評価の考え方】

３　協定書、仕様書等の要求水準を 《大変良好》

　　上回っており、優れた点がある。 管理・運営は大変良好で、また優れた

２　要求水準を満たしている。 取組みの成果がある。

１　要求水準を概ね満たしているが、一部 《良　　好》

　　課題がある。 管理・運営は良好である。

０　要求水準を下回っており、改善指導等 《概ね良好》

　　が必要である。 管理・運営は概ね良好であるが、その

一部に課題がある。

《要  改  善》

管理・運営に課題があり、改善が必要

である。

１　施設の維持管理

指定管理施設自己評価・内部評価・外部評価シート

評 価 対 象
年 度

令和４年度 令和4年4月1日 から 令和5年3月31日 まで

まで

指定管理者
みんなの文化会館はだのパートナー
ズ

施 設 所 管
部 課

文化スポーツ部文化振興課

から

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

施 設 名
クアーズテック秦野カルチャー
ホール（秦野市文化会館）

指 定 管 理
期 間

令和4年4月1日

令和9年3月31日

履行状況

【自己評価】

　建設から年数が経っている
ため故障や劣化などの報告も
多いが、設備や清掃は日々の
業務とチェックを励行してお
り、問題点が発生した場合
は、利用者の安全を優先に改
善に取り組んでいます。

施設の修繕
協定書や仕様書等に従い、指定管理者で

行う修繕が適切に実施されている。
3 3 2

清掃・衛生管理
協定書や仕様書等に従い、清掃・衛生管

理を適切に行い、施設が清潔に保たれて

いる。
3 3 3

施設の維持管理
協定書や仕様書等に従い、設備・機器等の保守管理が

適切に行われ、利用者が安全で快適に利用できる状態

が保たれている。
3 2 2

小計 18 16 13

【内部評価】

　施設の維持管理においては、適切

に行われていることを実地調査でも

確認している。令和４年度は鍵の紛

失があったが、再発防止策を講じ、

改善することができた。

また、12月実施の市民意識調査で

は、以前より施設が清潔に保たれて

いるとの意見も多くあった。

第三者委託
第三者への委託に係る取扱いは、協定書

や仕様書等に基づいた適切なものであ

る。
3

環境配慮
省エネやリサイクル等、環境に配慮

した取組みを行っている。
3 2 2

3 2

備品の管理
備品及び附帯設備等が適切に管理
されている。

3 3 2
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秦野市文化会館

２　施設の運営

３　危機管理対応

４　指標の達成状況・改善の取組み

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

設置目的等の理解
施設の設置目的や役割、協定書や仕様書

等の内容を従事者全員が理解し、運営し

ている。
3 2 2

【自己評価】

　地域情報紙発行のネット
ワークを活かし、地域との関
わりを第一に運営に取り組み
ました。おおむね良好です。サービス提供

施設の設置目的と協定書や事業計画書等

に沿ったサービスの提供を実施してい

る。
3

【内部評価】

　自主事業は、概ね事業計画書のと

おり実施できていた。

　コロナ禍で厳しい状況の中、幅広

い年齢層が参加できる事業の企画を

意識しており、観客の満足度も

90％以上となっている。

　また、地域の人材を生かした事業

展開も行っており、今後の地域連携

に期待したい。

　レストラン運営においては、ス

タッフへのケータリングや地域企業

とのコラボ等の工夫を行っている。

地域との関わり
地域や関係団体と連携し、魅力ある

施設づくりに取り組んでいる。
3

2 3

自主事業の成果
施設の設置目的に沿った自主事業が実施さ

れており、またそれは利用者サービスの向

上につながっている。
3 3 3

3 3

市内事業者の
活用等

市内事業者の活用や市民の雇用など

地域への貢献がなされている。
3 3 2

個人情報の漏えい
防止

個人情報を適切に管理し、漏えい等

の防止策を講じている。
3 2 2

使用の承認並びに利用に

係る料金の収受

協定書や仕様書等に従い、適正に利用の

許可及び利用料金の収受が行われてい

る。
3 3 2

小計 21 18 17

事故発生時の対応
緊急事態発生時において、遅滞なく適切な処

置を行うことができる体制となっている。 3 2 2

【自己評価】
　停電時の対応経験から、連絡網を見直しま

した。連絡先は携帯だけでなく、固定電話も

追加。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

小計 6 5 4

事故防止の対応
事故等を防止するために、日頃から

積極的に取り組んでいる。
3 3 2

【内部評価】

　停電発生時の連絡体制に課題がありました

が、その後改善されていることを確認してい

る。

指標の達成状況
（指標を設定している場合）指標の

達成状況は適当である。
3 2 2

【自己評価】
　ホールでの年間自主事業数は計25回実

施。観客動員数は12,820人、観客満足度は

９０％を超えています

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

小計 6 5 4

改善の取組み
本市の点検や評価による指導等につい

て、適切な改善が行われている。
3 3 2

【内部評価】

　指標に対して、観客動員数が未達成となっ

ているが、満足度は達成できているため、今

後の集客に繋がる取り組みに期待したい。
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秦野市文化会館

５　サービス向上の取組み

６　収支状況

【自己評価】

　常に利用者目線を忘れずに
サービスにあたった。利用者
からは概ね好評だが、スタッ
フ全員の意識統一に若干欠け
る部分もあった。

利用しやすい環境
整備

利用者にとって、利用しやすい環境

整備に取り組んでいる。
3

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

3 3

業務の標準化
業務マニュアル等を整備し、利用者対応

にばらつきがないよう業務が標準化され

ている。
3 2 2

利用者への案内
利用者への案内は、誰にでもわかり

やすいものとなっている。
3 2 2

接遇
利用者等に対して不快感を与えない

適切な接遇が行われている。
3 2 2

アンケート結果
利用者アンケート等の結果は、満足

度の高い評価となっている。
3 2 2

【内部評価】

　市民意識調査では、様々な項
目で良くなったとの意見があ
り、デジタル案内板の導入等も
含め、サービスの向上が図れて
いる。
また、SNSを活用した事業の周
知や幅広い年代の人が憩い、楽
しめる発表の場や居場所づくり
を図ったことは評価できる。
一方で、構成企業全体のマニュ
アルを整備し、サービスの標準
化を図ることが課題である。

サービスの質の向
上

利用者の意向等を定期的に確認し、継続

的にサービスの質の向上に取り組んでい

る。
3 3 2

施設の利用促進
パンフレット作成やホームページの更新など

を工夫し、施設の利用促進に取り組んでい

る。
3

小計 24 20 18

3 3

苦情等への対応
利用者からの苦情や要望等に対して、必

要な改善に取り組んでいる。
3 3 2

単位：千円

令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和８年度

予算 決算 予算 決算決算 予算 決算 予算 決算 予算

令和６年度

収

入

指定管理料 170,888 170,888

その他 250 6,652

自主事業 34,000 62,463

利用料金 25,000 15,605

計 230,139 255,609

支

出

人件費 30,190 28,624

維持管理経費 121,944 122,476

その他 46,470 50,563

計 230,139 283,458

自主事業 31,535 81,796

総計（収入－支出） 0 -27,847 

年度
項目
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秦野市文化会館

７　令和４年度　自己評価及び内部評価結果

8　全体を通しての所見

9　内部評価に対する外部評価

適正な
予算執行

収支計画書に基づき、予算の範囲内で効果

的・効率的な予算執行が行われている。
3 1 1

【自己評価】

　無駄を省く視点でまずは赤字解消

をめざす。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

小計 6 4 3

経費の効率化
経費削減に向けた取組みを行い、またそ

の内容は効果的なものである。
3 3 2

【内部評価】

　自主事業の赤字額が大きいため、

対策を講じる必要がある。

２　施設の運営 21 18 17

３　危機管理対応 6 5 4

項目 配点
自己
評価

内部
評価

１　施設の維持管理 18 16 13

６　収支状況 6 4 3

合　　計 81 68 59

４　指標の達成状況・改善の取組み 6 5 4

５　サービス向上の取組み 24 20 18

外部評価 外部評価に係る意見

配点に対する割合 84.0% 72.8%

指定管理者所見 施設所管課所見
　運営面は良好だが、電気料金高騰等、想定を超えた急激

な物価高騰が事業収支を大きく悪化させた。今後も光熱水

費の不安定要素に加え賃金アップの政府方針など、契約時

から世情は激変している。今後、当初の契約金額範囲内で

良好な運営が行えるかについて大変懸念している。

　施設運営に関しては、事業計画書に基づき、運営が

行われており、良好である。

　一方、収支状況では、自主事業での赤字が多く、今

後はより集客力のある事業の企画に向けて、検討・研

究が必要である。
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はだの丹沢クライミングパーク

（様式第４号）

【自己評価及び内部評価の基準】 【外部評価の考え方】

３　協定書、仕様書等の要求水準を 《大変良好》

　　上回っており、優れた点がある。 管理・運営は大変良好で、また優れた

２　要求水準を満たしている。 取組みの成果がある。

１　要求水準を概ね満たしているが、一部 《良　　好》

　　課題がある。 管理・運営は良好である。

０　要求水準を下回っており、改善指導等 《概ね良好》

　　が必要である。 管理・運営は概ね良好であるが、その

一部に課題がある。

《要  改  善》

管理・運営に課題があり、改善が必要

である。

１　施設の維持管理

小計 18 13 13

【内部評価】

《施設の維持管理》
・協定書や仕様書に従い、適切な施

設維持管理が行われた。

《施設の修繕》
・ボルダリングマットのズレ防止対

策やウレタン交換など、事故発生

後、速やかに防止対策が講じられ

た。

第三者委託
第三者への委託に係る取扱いは、協定

書や仕様書等に基づいた適切なもので

ある。
3

環境配慮
省エネやリサイクル等、環境に配
慮した取組みを行っている。

3 2 2

2 2

備品の管理
備品及び附帯設備等が適切に管
理されている。

3 2 2

施設の維持管理
協定書や仕様書等に従い、設備・機器等の保守管

理が適切に行われ、利用者が安全で快適に利用で

きる状態が保たれている。
3 2 2

【自己評価】
《施設の維持管理》

・協定書や仕様書に従い、適切な施設

維持管理を行った。

・設備・機器等の保守管理では、券売

機点検を行うなど計画以上の取組を

行った。

《施設の修繕》

・ボルダリングマットのズレ防止工

事、ウレタン交換工事を行い、利用者

が安全で快適に利用できる状態を保つ

ことができた。

施設の修繕
協定書や仕様書等に従い、指定管理者

で行う修繕が適切に実施されている。
3 3 3

清掃・衛生管理
協定書や仕様書等に従い、清掃・衛生

管理を適切に行い、施設が清潔に保た

れている。
3 2 2

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

施 設 名
はだの丹沢クライミングパー
ク

指 定 管 理
期 間

令和4年4月1日

令和9年3月31日

履行状況

指定管理施設自己評価・内部評価・外部評価シート

評 価 対 象
年 度

令和４年度 令和4年4月1日 から 令和5年3月31日 まで

まで

指定管理者
神奈川県公園協会・小田急電
鉄共同事業体

施 設 所 管
部 課

文化スポーツ部スポーツ推進課

から
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はだの丹沢クライミングパーク

２　施設の運営

３　危機管理対応

小計 6 4 4

事故防止の対応
事故等を防止するために、日頃か
ら積極的に取り組んでいる。

3 2 2

【内部評価】

《事故発生時の対応》《事故防止の

対応》

・日常的に施設の安全管理に取り組む

ともに、事故発生時には、迅速かつ丁

寧な対応がなされた。

事故発生時の対
応

緊急事態発生時において、遅滞なく適切な

処置を行うことができる体制となってい

る。
3 2 2

【自己評価】

《事故発生時の対応》

・事故対応体制を確立し、関係機関と

の情報共有を図りつつ対応に当たっ

た。

《事故防止の対応》

・日頃より、積極的に事故防止のため

の声掛けを適切に行っている。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

使用の承認並びに利用

に係る料金の収受

協定書や仕様書等に従い、適正に利用

の許可及び利用料金の収受が行われて

いる。
3 2 2

小計 21 18 18

【内部評価】
《施設目的等の理解》

・ボルダリングの特性を熟知した競技

経験者をスタッフに配置し、安全かつ

利用者ニーズを捉えた施設運営が行わ

れた。

《自主事業の成果》

・自主事業においては、秦野駅や市外

のイベントで体験会を実施するなど、

施設のPRやボルダリングの普及促進

に積極的に取り組まれた。

《地域との関わり》

・教室や大会においては、県山岳連盟

と緊密な連携を図り実施された。

《市内事業者の活用等》

・委託業務やスタッフの配置において

市内事業者や市民を積極的に活用され

た。

地域との関わり
地域や関係団体と連携し、魅力あ
る施設づくりに取り組んでいる。

3

2 2

自主事業の成果
施設の設置目的に沿った自主事業が実施

されており、またそれは利用者サービス

の向上につながっている。
3 3 3

3 3

市内事業者の
活用等

市内事業者の活用や市民の雇用な
ど地域への貢献がなされている。

3 3 3

個人情報の漏え
い防止

個人情報を適切に管理し、漏えい
等の防止策を講じている。

3 2 2

設置目的等の理
解

施設の設置目的や役割、協定書や仕様

書等の内容を従事者全員が理解し、運

営している。
3 3 3

【自己評価】

《施設目的等の理解》
・協定書や仕様書に基づき管理運営

を行った。また、コーチ資格者を持

つ競技に関する経験者を4人配置し、

より安全に魅力ある施設運営が出来

た。

《自主事業の成果》
・自主事業としてイベントや物販、

自販機事業を実施し、競技の普及や

サービス向上に務めた。

《個人情報の漏えい防止》
・個人情報関係資料は施錠できる

ロッカーで管理を徹底した。

《地域との関わり》
・県山岳連盟等関係団体と連携し、

教室や大会運営を行った。

《市内事業者の活用等》
・委託(清掃、警備、修繕等)では市内

の事業者を選定した。

サービス提供
施設の設置目的と協定書や事業計画書

等に沿ったサービスの提供を実施して

いる。
3

履行状況（内部評価）項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価
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はだの丹沢クライミングパーク

４　指標の達成状況・改善の取組み

５　サービス向上の取組み

小計 24 18 17

3 2

苦情等への対応
利用者からの苦情や要望等に対して、

必要な改善に取り組んでいる。
3 2 2

【内部評価】

《利用者への案内》
・施設内の案内をイラスト入りで作

成するなど、利用者の半数を占める

子どもたちにもわかりやすい案内に

取り組まれた。

《アンケート結果》
・8.4点/10点満点と利用者からも高

く評価されている。

《施設の利用促進》
・小田急グループのホームページを

活用した情報発信や、PR用ポスター

の小田急線各駅への配布など、指定

管理者の強みを生かした施設の利用

促進に積極的に取り組まれた。今後

は、山岳スポーツセンターのリード

やスピードへつながる取組みに期待

したい。

サービスの質の
向上

利用者の意向等を定期的に確認し、継

続的にサービスの質の向上に取り組ん

でいる。
3 2 2

施設の利用促進
パンフレット作成やホームページの更新な

どを工夫し、施設の利用促進に取り組んで

いる。
3

利用者等に対して不快感を与えな
い適切な接遇が行われている。

3 2 2

アンケート結果
利用者アンケート等の結果は、満
足度の高い評価となっている。

3 3 3

【自己評価】

《利用者への案内》
・利用者への案内は、掲示に加えて

SNSでの案内も適宜実施するなど誰

にでも分かりやすい案内に務めた。

《利用しやすい環境整備》
・施設を清潔に保ち利用しやすい環

境整備を行った。

《アンケート結果》
・アンケート結果では8.4点/10点満

点と高評価を頂いた。

《サービスの質の向上》
・利用者の意見等を定期的に確認

し、ルートセット時に要望を取り入

れる等、継続的にサービスの質の向

上に取り組んだ。

《施設の利用促進》
・利用促進としてポスター配布、小

田急電鉄（株）による沿線駅での広

報・ＰＲ等を実施した。

《苦情等への対応》
・大きな苦情はなかったが、利用者

からの要望に対し必要な改善に取り

組んだ。

利用しやすい環
境整備

利用者にとって、利用しやすい環
境整備に取り組んでいる。

3

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

2 2

業務の標準化
業務マニュアル等を整備し、利用者対

応にばらつきがないよう業務が標準化

されている。
3 2 2

利用者への案内
利用者への案内は、誰にでもわか
りやすいものとなっている。

3 2 2

接遇

小計 0 0 0

改善の取組み
本市の点検や評価による指導等につい

て、適切な改善が行われている。
- - -

【内部評価】

-

指標の達成状況
（指標を設定している場合）指標
の達成状況は適当である。

- - -

【自己評価】

-

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

- 14  -
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はだの丹沢クライミングパーク

６　収支状況

７　令和４年度　自己評価及び内部評価結果

配点に対する割合 76.0% 74.7%

56

４　指標の達成状況・改善の取組み 0 0 0

５　サービス向上の取組み 24 18 17

６　収支状況 6 4 4

合　　計 75 57

２　施設の運営 21 18 18

３　危機管理対応 6 4 4

項目 配点
自己
評価

内部
評価

１　施設の維持管理 18 13 13

小計 6 4 4

経費の効率化
経費削減に向けた取組みを行い、また

その内容は効果的なものである。
3 2 2

【内部評価】

・物価高騰により、電気料金の一部を

市が補助した。

適正な
予算執行

収支計画書に基づき、予算の範囲内で効

果的・効率的な予算執行が行われてい

る。
3 2 2

【自己評価】

・利用収入増に取り組んだ他、光熱水

費高騰等を吸収すべく支出調整や業務

直営化による支出抑制等を行った。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

総計（収入－支出） 0 682

付帯事業 0 0支
出

人件費 18,216 18,304

維持管理経費 4,279 4,610

その他 5,680 6,028

計 28,175 28,942

計 28,175 29,624

利用料金 6,760 8,124

収
入

指定管理料 21,036 21,036

その他 0 131

付帯事業 379 333

単位：千円

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算 決算 予算 決算決算 予算 決算 予算 決算 予算
年度

項目

- 15  -
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8　全体を通しての所見

9　内部評価に対する外部評価
外部評価 外部評価に係る意見

指定管理者所見 施設所管課所見
　県山岳連盟と連携した教室開催、小田急による広
報・PR等により、昨年度比で利用者は増となり、収支
もプラスとなった。また、マットズレ止めやウレタン
交換等、安全対策工事を速やかに実施した。今後も協
定書や仕様書等に従い適切な管理を行う他、施設の魅
力向上に継続して努めていきたい。

・指定管理者による運営１年目であったが、協定書
や仕様書に従い、適切な管理運営が行われた。
・県立秦野戸川公園や県立山岳スポーツセンターと
一体的な管理運営により、効率的かつ効果的な運営
が行われたが、今後は山岳スポーツセンターと協働
したスポーツクライミングの利用促進にも積極的に
取り組んでいただきたい。
・小田急電鉄の広報力を生かした広報ＰＲなど、指
定管理者ならではの取組みが来場者の増加につな
がった。
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